
　

大
川
平
地
区
嶋
中
文
博
さ
ん
宅
の

庭
に
実
を
付
け
た
「
あ
け
び
」
で
す
。

今
年
の
天
候
の
せ
い
か
、
26
個
の
実

を
付
け
ま
し
た
。
特
産
品
開
発
の
テ

ン
ト
内
に
展
示
し
た
と
こ
ろ
、
会
場

を
訪
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
感
嘆
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

～今別の秋の味覚満喫～
　10月20日、いまべつ秋まつり実行委員会（会長・間山ち

よ）主催による「いまべつ秋まつり」が、海峡あすなろ公

園において、開催されました。

　朝から肌寒く、午後には小雨に見舞われましたが、会場

には多くの皆さんが訪れ、今別三大まつり最後の祭りを楽

しんでいました。実行委員会会長から「今年の秋まつり

は、昨年より一週間遅く開催されたので、野菜等の出品物

も例年以上の数を揃えることができたようです。今別三大

まつりの一つである秋まつりで、今別町を町外に発信す

る機会として、多いに盛り上げていきましょう。」と挨拶

があり、会場では今別牛の販売、125キロの津軽海峡クロ

マグロの解体販売、牛鍋試食会、かぼちゃ・さつまいもの

詰め放題の他、会場に設置されたテント内には町内外の団

体が出店し、多くの野菜や果物、海産物、工芸品や加工品

等が並べられ、それを買い求める人々で賑わいました。ま

た、今年は北海道新幹線開業に向けて特産の開発を行って

いる12団体が、それぞれの特産物の展示・試食・販売を行

い、町民の皆さんを始め、町外の皆さんに開発中の商品を

知ってもらうことができました。その他、ささきまこと＆

津軽圭助一行による歌謡ショーや津軽三味線で会場を盛り

上げました。まつりの締めくくりには恒例の大抽選会が行

われ、今年の秋まつりも大盛況に終わりました。

（ 1）

秋
ま
つ
り
番
外
編26個の実を付けたあけび

び
っ
く
り
フ
ォ
ト

牛肉販売には長～い行列ができました 県庁情報システム課　りんこちゃん

大川平荒馬 今別荒馬

肌寒い中のビールもなかなか美味 今別牛に舌鼓

特産品開発コーナーも大人気 大盛況のさつまいもの袋詰め

歌謡ショーや荒馬を楽しむ皆さん 大抽選会で米が当たり、喜びの笑み

大人２人分の重量の「津軽海峡クロマグロ」は125㎏

いまべつ秋まつり

広報
発行/青森県今別町　編集/企画課　☎ 0174〔35〕3012　FAX 0174〔35〕2298　今別町ホームページアドレス　ht tp : / /www. town . imabe t su . l g . j p /

平成25年

11月号

○いまべつ秋まつり�����１
○新町長就任挨拶������２
○町の話題���������３
○平成24年度決算報告 ��４～５
○議会だより������６～10
○町の話題・お知らせ��11～13
○診療所からのお知らせほか �14
○保健師だよりほか�����15
○町の元気な子ども達ほか��16592

2015年度北海道新幹線（仮称）「奥津軽いまべつ駅」開業！



　

10
月
６
日
、
今
別
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
町
長
に
阿
部

義
治
氏
（
63
歳
）
が
初
当
選
し
ま
し
た
。
阿
部
義
治
新
町
長

は
、
10
月
15
日
役
場
へ
初
登
庁
し
、
職
員
を
前
に
今
後
４
年

間
に
わ
た
る
町
政
運
営
の
指
針
や
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
を
訓

示
し
、「
北
海
道
新
幹
線
開
業
は
今
別
町
の
最
大
で
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
へ
全
力
を

傾
け
て
い
き
ま
す
。」
と
強
調
し
ま
し
た
。
任
期
は
10
月
13

日
か
ら
４
年
後
の
平
成
29
年
10
月
12
日
ま
で
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
際
し
ま
し
て
は
、
町
民
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
町
長
に
初
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
役
場
職
員
を
32
年
間
、
助
役
、
副
町
長
を

７
年
間
勤
め
上
げ
、
多
く
の
町
民
に
お
会
い
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
が
、
選
挙
と
い
う
洗
礼
を
受
け
る
立
場
で
町
民
に

直
接
触
れ
合
い
、
生
の
声
を
聞
い
て
、
改
め
て
政
治
を
志
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
自
覚
と
、
町
民
が
何
を
求
め
て
い
る
の

か
を
身
に
し
み
て
ひ
し
ひ
し
と
感
ず
る
と
と
も
に
、
町
長
の

責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
選
挙
を
通
じ
て
、
歴
代
の
町
長
が
築
き
上
げ
て
き
た

今
別
町
を
継
続
し
、
あ
と
２
年
余
り
で
開
業
す
る
北
海
道
新

幹
線
（
仮
称
）「
奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
」
開
業
へ
向
け
て
、

最
大
で
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
面
で
の

整
備
へ
全
力
を
傾
け
て
い
く
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
ま

た
、
基
幹
産
業
で
あ
る
１
次
産
業
を
元
気
に
し
て
い
く
こ
と

を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
何
と
い
っ
て
も
町
政
の
主
役
は
町
民

で
あ
り
、
町
民
と
の
対
話
を
通
じ
て
常
に
町
民
の
立
場
で
考

え
、
と
も
に
歩
む
姿
勢
で
町
民
の
総
意
を
反
映
し
た
町
政
を

進
め
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

初
町
長
と
し
て
の
私
の
施
策
と
し
て
、
次
の
６
項
目
を
公

約
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
、
力
い
っ
ぱ
い
頑

張
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
よ

り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
私
の
就
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

①
北
海
道
新
幹
線
（
仮
称
）「
奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
」
開
業
対
策

　

・
「
奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
」
開
業
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
推
進

　

・
物
産
販
売
施
設
整
備
や
街
並
観
光
サ
イ
ン
の
整
備
と
観
光
客
の
受
入
体
制
づ
く
り

　

・
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
観
光
・
商
工
団
体
等
へ
の
協
力
と
援
助

②
基
幹
産
業
の
振
興

　

・
新
規
就
農
と
農
業
担
い
手
支
援
制
度
の
活
用
促
進

　

・
育
て
る
漁
業
を
推
進
し
、
漁
獲
の
安
定
を
図
る

　

・
畜
産
の
振
興
と
特
産
今
別
牛
普
及
に
取
り
組
む

　

・
地
元
農
水
産
物
等
を
利
用
し
た
加
工
品
の
開
発
促
進

③
社
会
福
祉
の
向
上

　

・
お
年
寄
り
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
施

　

・
ふ
れ
あ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
た
ま
り
場
」
づ
く
り

　

・
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実

④
教
育
・
文
化
の
振
興

　

・
児
童
生
徒
減
少
対
策
と
し
て
、
小
中
学
校
の
教
育
環
境
を
考
え
る
協
議
機
関
設
置

　

・
保
育
料
と
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
を
図
る

　

・
町
民
の
健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る

　

・
郷
土
芸
能
「
今
別
町
の
荒
馬
」
の
継
承
に
努
め
る

　

・
町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
町
史
編
さ
ん
と
発
行

⑤
広
域
連
携
と
新
し
い
振
興
対
策

　

・
今
別
診
療
所
の
施
設
充
実
と
外
ヶ
浜
病
院
を
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
と
し
た

　
　

広
域
医
療
の
確
立

　

・
広
域
消
防
今
別
分
署
体
制
と
施
設
設
備
の
充
実
を
図
る

　

・
将
来
の
貨
物
列
車
「
ト
レ
イ
ン
・
オ
ン
・
ト
レ
イ
ン
」
の
基
地
誘
致
を
目
指
す

⑥
町
行
財
政
の
健
全
な
運
営

　

・
全
会
計
の
健
全
化
に
努
め
、
町
の
将
来
負
担
を
抑
え
る

　

・
省
エ
ネ
事
業
と
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
を
導
入
し
明
る
い
街
並
み
づ
く
り

　

・
町
民
と
の
対
話
集
会
や
各
種
団
体
等
と
の
情
報
交
換
会
を
随
時
開
催

（ 2）

北
海
道
新
幹
線
開
業
へ
向
け
て
の

　
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
面
の
整
備
へ

�

全
力
傾
け
る

就
任
あ
い
さ
つ

　
町
民
と
と
も
に
歩
み
ま
す

�

　
1
次
産
業
を
元
気
に

初登庁で職員から花束を受ける阿部町長

新町長・阿部義治氏　初当選



生きがい健康づくりと敬老の集い
今別町長寿者番付表（敬称略）
《男性部門》� 平成25年９月１日現在
順位 長寿者氏名 年齢 地区名
1 田　中　久次郎 100 大 川 平
2 吉　田　太　助 99 大　 泊
3 井　関　文　治 93 西　 田
4 藤　田　義　元 93 今　 別
5 岡　野　三千郎 92 今　 別
6 勝　野　英　男 92 今　 別
7 木　村　　　勇 92 浜　 名

《女性部門》
順位 長寿者氏名 年齢 地区名
１ 川　村　や　な 98 西　 田
２ 鈴　木　ツ　セ 98 特　 養
３ 澤　田　な　さ 97 浜　 名
４ 米　谷　サ　ナ 97 大　 泊
５ 三　上　つ　せ 97 大 川 平
６ 大　川　ミ　エ 97 今 　 別

金婚者（婚姻50年）

◎今　別　　松　本　　忠　　・　常　子
　　　　　　鳴　海　清　造　・　勝　子
　　　　　　勝　野　正　英　・　正　子
◎西　田　　小　鹿　信　行　・　ル　ニ
　　　　　　菊　地　　登　　・　ニイ子

米寿者（88歳）

◎今　別
　　藤　田　鉄次郎
　　木　村　キ　ヨ
　　阿　部　ハ　ル
　　木　村　かねめ
◎西　田
　　相　内　み　せ
◎浜　名
　　木　村　ふみゑ
　　坂　本　チ　エ
　　澤　田　みつゑ
◎大川平　　　　　
　　小　鹿　治　夫
　　小　鹿　敏　子
　　小　鹿　ミヨエ
　　鈴　木　ツ　セ

◎山　崎
　　堀　谷　文　二
◎大　泊
　　山　打　フ　ミ
　　木　村　キ　ヌ
　　古　谷　か　せ
◎袰　月
　　佐々木　信　一
　　米　田　住　男
　　堀　谷　史　都
　　堀　谷　ミ　ツ
◎砂ヶ森
　　鈴　木　フ　サ
　　藤　巻　と　み
　　川　口　美　代
　　管　原　チ　ヤ
◎綱不知
　　田　中　洋　逸
　　横　岡　と　し

　９月26日、「今別町生きがい健康づ
くりと敬老の集い」が開発センターに
おいて開催されました。小鹿町長の挨
拶の後、敬老の集い部門と生きがい健
康づくり部門の表彰が行われました。
アトラクションでは、今別保育園児の
遊戯と老連女性部舞踊が披露され、満
場の拍手を浴びていました。
　最後に「長寿の町〝今別〟を目指し
て」と題して、今別診療所所長・　松
田哲朗医師の講演が行われました。
　その中で、「今別町は県内一の高齢
化率の高い町であるが、それを県内一
元気なお年寄りが多い町としてアピー
ルできるような、町にしていきましょ
う。健康づくりに力を尽くします。」
と、とても温かく心強い講演が行われ
ました。

　９月21日、今別町中央公民館に於いて今別町文化団体連絡協議会
主催による、第４回公民館まつりが開催されました。オープニング
は「スコップ三味線」による和洋折衷のにぎやかな曲で始まり、大
正琴やコーラス・読み聞かせ・子どもたちによるストリートダンス
など日頃の練習の成果が披露され、多くの拍手を浴びていました。
また、展示コーナーでは生け花・七宝焼き・裂き織り・水墨画・粘
土細工・小学校児童の習字や絵画も張り出され、来場した方々は熱
心に観賞していました。

ダイヤモンド婚者（婚姻60年）

　◎浜　名　　五十嵐　光　雄　・　リ　サ

白寿者（99歳）

　◎大　泊　　吉　田　太　助

保健協力員功労賞

◎今　別　　工　藤　美奈子
　　　　　　小　鹿　真　澄
◎西　田　　田　中　京　子

（ 3）

熱心に講演を聞く皆さん

第４回公民館まつり
ひろげよう

学びあう仲間　地域の輪

米寿の表彰を受ける皆さん

講演をする松田医師 金婚の勝野夫妻

楽しそうに踊るキッズダンス

輪投げも好評 スコップ三味線の音色に聞き惚れる皆さん女性の皆さんに人気の七宝焼きコーナー

スコップ三味線師範　小山内氏



歳入
2，780，459千円
（100％）

繰越金
87,457（3.1％）

諸収入
99,039（3.6％）

自動車取得税交付金
5,459（0.2％）
地方特例交付金
244（0.0％）

地方譲与税
19,708（0.7％）
利子割交付金
389（0.0％）
配当割交付金
190（0.0％）
株式等譲渡所得交付金
35（0.0％）
地方消費税交付金
25,205（0.9％）

県支出金
132,500
（4.8％）

地方交付税
1,512,706
（54.4％）

地方交付税
1,512,706
（54.4％）

国庫支出金
230,911
（8.3％）

国庫支出金
230,911
（8.3％）

町債
287,558
（10.3％）

町税
222,953（8.0％）

分担金及び負担金
4,668（0.2％）

使用料及び手数料
16,950（0.6％）

財産収入　6,926（0.2％）
寄附金　　  544（0.0％）

繰入金
127,017（4.6％）

自
主

財

源

依

存

財
源

歳 入

【参考】　町税の内訳

・町　民　税　 22,538千円
・固定資産税
・軽自動車税　　2,064千円
・町たばこ税　 6,235千円

合　計 70,287千円

依存財源･･･国や県の基準に基づき、交付される町の収入です。
自主財源･･･町が自主的に収入できる財源です。

＜単位：千円＞

　実質収支額とは、歳入から歳出を差し引き、翌

年度へ繰り越すべき財源を差し引いたもので、そ

の年度の実質的な赤字、黒字を示します。

39,450千円

決 算 報 告
　「財政健全化計画」実施の中で、平成24年

度（Ｈ24.４.１～Ｈ25.３.31）に町にはどのよ

うなお金が入り、私たちの暮らしや町づくり

にどのように使われたのかお知らせします。

平成24年度の主な事業
・奥津軽駅前整備事業（繰越分含む） 95,463千円
・村元大川平線外舗装補修事業　 64,690千円
・北海道新幹線建設費負担金（繰越分含む）
 26,089千円
・ロータリー除雪車購入費 24,001千円
・清川下流地区基盤整備促進事業 20,588千円

会計別歳入歳出決算額
会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差引残額

一　 般　 会　 計 2,780,459 2,657,036 123,423 

特

別

会

計

国 保 事 業 532,914 499,936 32,978 

国 保 診 療 257,278 252,640 4,638 

後期高齢者医療 41,533 40,843 690 

介 護 事 業 437,653 422,075 15,578 

介 護 サ ー ビ ス 23,122 17,213 5,909 

水 道 事 業 124,181 135,326 ▲ 11,145

小 　 　 　 計 1,416,681 1,368,033 48,648 

合　　　計 4,197,140 4,025,069 172,071 

単位：千円

（歳出決算額）

26億5,703万６千円

【歳　入】

　一般会計の歳入総額27億８千45万９千円で前年度より、３千146万５千
円（１. １％増）の増額決算となりました。国庫支出金や地方交付税、町
債等の依存財源が大きく増加しました。町税、繰入金、分担金、負担金な
ど自主財源は減少し、全体を占める割合も20. ３％と昨年度より１. ３ポイ
ントの減となりました。

着々と進む新幹線工事

（一般会計歳入決算額）

27億8,045万９千円

実質収支額

１億1,968万７千円

－ ＝
（歳入歳出差引額）

１億2,342万３千円

（翌年度への繰越）

373万６千円
（歳入歳出差引額）

１億2,342万３千円 － ＝
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歳出
2，657，036千円
（100％）

議会費
42,926（1.6％）

総務費
621,911
（23.4％）

民生費
608,193
（22.9％）

諸支出金
67,653（2.5％）

農林水産業費
131,064（4.9％）

衛生費
235,140（8.8％）
労働費
1,729（0.1％）

災害復旧費
0（0.0％）

公債費
448,401（16.9％）

商工費
50,689（1.9％）

土木費
175,302（6.6％）

消防費
130,395（4.9％）

教育費
143,633（5.4％）

歳 出　
＜単位：千円＞

【歳　出】

　一般会計の歳出総額は前年度より、８千２百49万９千円増（３．２％増）の26億５千７百３万６千

円となりました。増加の要因としては奥津軽駅前整備事業、北海道新幹線建設費負担金、各地区防災

コミュニティ助成事業、各集会施設改修工事交付金による総務費の増、今別診療所改修工事に伴う国

民健康保険特別会計（診療施設勘定）繰出金の増による民生費の増、清川下流、大川平下流地区基盤

促進事業による農林水産業費の増が、主な要因です。

固 定 資 産 税 39,450円 

町　 民　 税 22,538円 

軽 自 動 車 税 2,064円 

町 た ば こ 税 6,235円 

総 務 費 196,063円

民 生 費 191,738円

公 債 費 141,362円

衛 生 費
うち広域事務組合分 

（ゴミ、し尿、斎場）

74,130円
（39,019円）

教 育 費 45,282円

土 木 費 55,265円

消 防 費 41,108円

農林水産業費 41,319円

諸 支 出 金 21,328円

商 工 費 15,980円

議 会 費 13,533円

災 害 復 旧 費 0円

労 働 費 545円

１．健全化判断比率（実質赤字比率の「－」表示は、黒字を表します）

区　　　　分
平成24年度
決　算　比　率

平成22年度
決　算　比　率

早期健全化基準
（黄色信号）

財政再生基準
（赤信号）

①実質赤字比率 － － 15.00% 20.00%

②連結実質赤字比率 － － 20.00% 30.00%

③実質公債費比率 17.50% 14.70% 25.00% 35.00%

④将来負担比率 102.90% 121.60% 350.00% 　

２．資金不足比率

特　別　会　計　名
決　算　比　率

（24年度）
決　算　比　率

（23年度） 経営健全化基準

今別地区簡易水道事業会計 － － ２０．０％

一般会計を町民１人当たりにすると
（平成25年３月末人口3,172人より算出）

納 め た お 金
70,287円

使 わ れ た お 金
837,653円

「健全化判断比率及び資金不足比率の状況」

①実質赤字比率

　一般会計等の赤字の程度を指標化し、財

政運営の深刻度を示すものです。

②実質連結赤字比率

　すべての会計の黒字や赤字を合計して、

赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度

を示すものです。

③実質公債費比率

　借入金の返済額や借入金に準ずる経費の

大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示

すものです。

④将来負担比率

　一般会計、特別会計等の借入金や、将来

一般会計が支払う可能性のある負担等を指

標化し、将来財政を圧迫する可能性が高い

かを示すものです。

⑤資金不足比率

　公営企業の資金不足を指標化し経営状況

の深刻度を示すものです。

平 成 24 年 度

〔 〕
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会計別の決算額
 （単位：千円）

一般会計
歳　入 2,780,459

歳　出 2,657,036

国保（事業）特別会計
歳　入 532,914

歳　出 499,937

国保（診療）特別会計
歳　入 257,278

歳　出 252,641

後期高齢者医療特別会計
歳　入 41,533

歳　出 40,844

介護（保険）特別会計
歳　入 437,653

歳　出 422,075

介護（サービス）特別会計
歳　入 23,122

歳　出 17,214

簡易水道事業特別会計
歳　入 124,181

歳　出 135,327

合　　計
歳　入 4,197,140

歳　出 4,025,074

○
今
別
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

及
び
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
も

の
。

○�

今
別
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

及
び
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
も

の
。

条
　
例
　
関
　
係

○
平
成
25
年
度
一
般
会
計

予
　
算
　
関
　
係

補正予算の概要� 　（単位：千円）

会　計　名 補正額 補正後の額 補正の主なもの

一般会計 231,428 3,216,953 駅前広場水資源確保試験さく井工事� 10,000
除雪作業委託料� 14,000

国保（事業勘定） 40,725 620,266 返還金� 11,749

国保（診療施設勘定） 4,638 181,538 車庫工事� 534
予備費充当� 3,684

後期高齢者医療 689 50,424 予備費充当� 676
介護（保険事業勘定） 13,682 434,416 予備費充当� 11,434
介護（サービス事業勘定） 5,909 24,428 予備費充当� 5,714
簡易水道事業 12,572 147,716 繰上充用金� 11,145

合　　　計 309,643 4,675,741

○
道
州
制
導
入
に
反
対
す
る
意
見
書

 

（
可　

決
）

意
　
　
見
　
　
書

　

２
億
３
千
百
42
万
８
千
円
を

増
額
し
、
総
額
32
億
１
千
６
百

95
万
３
千
円

○�

今
別
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
の

全
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

今
別
診
療
所
医
師
採
用
に
伴
い
、
今
別
町
職

員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
の
全
部
改
正
が

必
要
と
な
り
専
決
処
分
す
る
も
の

○�

今
別
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
の
医
師
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　

今
別
診
療
所
医
師
採
用
に
伴
い
、
今
別
町
国

民
健
康
保
険
診
療
所
医
師
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
が
必
要
な
い
た
め
専
決
処
分
す
る
も
の

条
　
例
　
関
　
係

25年度補正予算（７月８日専決） 　（単位：千円）
会計名 補正額 補正後の額 補正の主なもの

一般会計 3,342 2,985,525 鳥獣被害防止総合対策事業貸付金� 845
予備費� 2,147

○�

（
仮
称
）
奥
津
軽
駅
前
広
場
屋
内
駐
車
場
新

築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

志
田
・
相
内
経
常
建
設
共
同
企
業
体
と
の
工

事
請
負
契
約
の
締
結
を
可
決
契
約
金
額
は
、
３

億
５
千
９
百
20
万
５
千
円

○�

除
雪
機
械
（
４
ｔ
ダ
ン
プ
）
売
買
契
約
に
つ

い
て

　

青
森
三
菱
ふ
そ
う
自
動
車
販
売
株
式
会
社
と

の
売
買
契
約
の
締
結
を
可
決
契
約
金
額
は
、
６

百
77
万
２
千
５
百
円

○�

今
別
診
療
所
超
音
波
診
断
装
置
及
び
内
視
鏡

検
査
画
像
シ
ス
テ
ム
売
買
契
約
に
つ
い
て

　

株
式
会
社
シ
バ
タ
医
理
科
青
森
営
業
所
と
の

売
買
契
約
の
締
結
を
可
決
契
約
金
額
は
、
１
千

２
百
43
万
２
千
円

○�

今
別
町
八
幡
町
集
会
所
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
２

４
４
条
の
２
第
３
項
及
び
同
条
第
６
項
の
規
定

に
よ
り
提
案
す
る
も
の

そ
　
　
の
　
　
他

○�

今
別
町
八
幡
町
集
会
所
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

　

八
幡
町
地
区
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
活
動
と
生
活
改
善
及
び
地
区
内
に
お
け
る
各

種
会
合
、
学
習
の
場
と
し
て
使
用
す
る
施
設
と

し
て
、
今
別
町
八
幡
町
集
会
所
を
設
置
す
る
た

め
の
も
の

予　算　関　係
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第４11回定例会
　

第
４
１
１
回
定
例
会
が
平
成
25
年
９
月
６
日
招
集
さ
れ
、
12
日
ま
で

の
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
24
年
度
決
算
の
認
定
７
件
、
条
例
案
２

件
、
平
成
25
年
度
補
正
予
算
案
７
件
、
あ
わ
せ
て
16
議
案
を
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

認
定
さ
れ
た
平
成
24
年
度
の
決
算
は
、
一
般
会
計
の
歳
入
合
計
27
億
８
千
45
万
９
千
円

（
前
年
度
比
1.0
％
増
）、
歳
出
合
計
26
億
５
千
７
百
３
万
６
千
円
（
前
年
度
比
1.0
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
を
認
定

議

会

だ

よ

り

№177
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第４1０回臨時会
　

平
成
25
年
８
月
５
日
、
第
４
１
０
回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
議
案
８

件
を
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。



福
　
士
　
直
　
治
　
議
員

○�

北
海
道
新
幹
線
奥
津
軽
い
ま
べ

つ
駅
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

　

駅
名
も
決
ま
り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

沿
っ
た
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
五
所

川
原
市
、
弘
前
市
な
ど
少
し
距
離
が
あ
る
地
域

で
も
、
北
海
道
新
幹
線
の
た
め
に
向
け
た
様
々

な
取
り
組
み
が
新
聞
や
ネ
ッ
ト
で
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
当
町
の
取
り
組
み
は
町
民

に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

質
問　

⑴
特
産
品
開
発
補
助
金
に
つ
い
て

企
画
課
長

　

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
同
事
業
は
、
平
成
24

年
度
で
5
団
体
、
今
年
度
は
す
で
に
８
団
体
が

申
請
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
活
用
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

当
町
で
、
生
産
さ
れ
て
い
る
素
材
を
活
用
し

た
農
林
水
産
物
の
加
工
食
品
を
中
心
に
、
イ
ベ

ン
ト
等
で
も
活
用
で
き
る
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド

や
お
菓
子
等
の
開
発
を
進
め
て
い
る
状
況
で

す
。

　

ま
た
、
加
工
食
品
以
外
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
用

品
や
お
土
産
品
な
ど
の
研
究
、
生
産
も
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

す
で
に
、
販
売
先
等
が
安
定
し
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
今
後
の
安
定
生
産
と

安
定
販
売
に
向
け
た
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
指
導
相

談
体
制
を
維
持
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問　

⑵
新
幹
線
駅
開
業
に
向
け
た
メ
デ
ィ
ア

や
青
森
県
、
函
館
市
、
そ
の
他
の
地
域
各
団
体

へ
は
ど
う
い
う
ア
ピ
ー
ル
が
な
さ
れ
て
い
ま
す

か
。企

画
課
長

　

奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
掲
載
さ
れ
た
事
業

を
中
心
に
、
現
在
、
観
光
や
物
産
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
会
に
お
い
て
詳
細
の
検
討
や
実
際
の

活
動
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
町
職
員
や
関
係
機
関
、
町
民
有
志
の

皆
さ
ん
に
よ
る
行
動
計
画
が
、
徐
々
に
浸
透
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
そ
の
活
動
内
容
に
つ
い

て
広
報
等
で
お
知
ら
せ
で
き
る
状
況
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
事
業
か
ら
ハ
ー
ド
事
業
ま
で
多
様
な

事
業
の
中
で
、
限
ら
れ
た
予
算
の
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
活
用
に
向
け
て
事
業
展
開
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｒ
に
向
け
た
県
及
び
関
係
機
関
と

の
協
議
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
進
行
中
の
事

業
が
多
く
今
後
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
メ
デ
ィ
ア

に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

○�

猿
に
よ
る
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ

い
て

　

こ
れ
ま
で
何
度
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
一
般

質
問
で
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
猟
友
会
に
よ

る
駆
除
、
花
火
や
エ
ア
ガ
ン
に
よ
る
追
い
払
い
、

捕
獲
柵
の
設
置
、
最
近
で
は
、
生
態
調
査
等

様
々
な
対
策
を
と
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
被
害
は
、
一
向
に
減
ら
ず
、
徐
々
に
耕
作

を
や
め
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
、
食
糧
の
無
く

な
っ
た
サ
ル
は
徐
々
に
住
宅
地
ま
で
下
り
て
き

て
、
今
度
は
民
家
へ
の
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

質
問　

⑴
対
策
と
成
果
に
つ
い
て

産
業
建
設
課
長

　

対
策
と
成
果
に
つ
い
て
は
、
猟
銃
に
よ
る
駆

除
、
緩
衝
帯
の
設
置
、
花
火
と
電
動
ガ
ン
に
よ

る
追
い
払
い
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

猟
銃
に
よ
る
駆
除
は
、
一
番
の
効
果
が
あ
り

ま
す
が
年
間
20
頭
と
駆
除
計
画
で
制
限
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

緩
衡
帯
の
設
置
は
効
果
が
あ
り
、
被
害
は
無

く
な
り
ま
す
が
、
他
の
地
域
に
被
害
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
花
火
、
電
動
ガ
ン
に
よ
る
追
い
払
い

は
、
一
時
的
に
は
効
果
が
あ
り
ま
す
。

質
問　

⑵
生
態
調
査
結
果
に
つ
い
て

産
業
建
設
課
長

　

生
態
調
査
結
果
に
つ
い
て
で
す
が
、
発
信

機
、
受
信
機
の
購
入
と
、
職
員
に
よ
る
狩
猟
免

許
の
取
得
が
で
き
、
調
査
の
準
備
が
整
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
サ
ル
を
捕
獲
し
、
発
信
機
を
装
着

し
て
、
事
前
に
行
動
範
囲
を
把
握
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
対
策
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

質
問　

⑶
捕
獲
柵
に
つ
い
て

産
業
建
設
課
長

　

ご
質
問
は
箱
わ
な
と
思
い
ま
す
が
、
現
在

は
、
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
捕
獲
数
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
発
信
機
の
装
着
等
も
あ
る
こ
と
か

ら
近
隣
町
村
の
指
導
、
助
言
を
い
た
だ
き
な
が

ら
捕
獲
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
　
士
　
和
比
古
　
議
員

○
町
の
活
性
化
に
つ
い
て

質
問　

⑴
青
森
駅
に
行
く
と
、
ね
ぶ
た
期
間

に
、
駅
前
で
ね
ぶ
た
囃ば

や

子し

が
流
れ
て
き
て
、
そ

れ
を
聞
い
て
い
る
と
心
が
弾
み
ま
す
。
今
別
町

で
も
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
客
を
喜
ば
し
、
地
元
の
私

た
ち
も
祭
り
の
伝
統
を
維
持
し
、
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
、
具
体
的
な
答
弁
を
求
め
ま
す
。

企
画
課
長

　

町
の
活
性
化
を
図
る
た
め
「
荒
馬
」
は
当
町

に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
素
材
だ
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
荒
馬
ま
つ
り
は
、
今
年
度
、
例
年

以
上
の
多
く
の
見
物
客
が
あ
り
、
町
外
か
ら
の

交
流
人
口
も
増
加
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
祭
り
期
間
中
の
県
外
か
ら
の
交
流
人
口

に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
学
生
を
中
心
に
、
老
若

男
女
が
町
内
の
祭
り
に
参
加
し
て
お
り
、
荒
馬

ま
つ
り
に
は
、
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

た
だ
、
祭
り
の
Ｐ
Ｒ
方
法
の
不
足
と
い
う
大

き
な
課
題
は
い
ま
だ
未
解
決
で
あ
り
、
今
後

は
、
運
営
方
法
や
日
時
、
会
場
の
設
営
も
含
め

て
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
よ
り
良
い
も

の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問　

⑵
盆
踊
り
の
開
催
に
つ
い
て
、
町
と
し

て
の
盆
踊
り
は
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
過

去
に
お
い
て
も
、
各
地
区
で
実
施
さ
れ
た
の

か
不
明
で
す
が
、
今
年
、
荒
馬
ま
つ
り
が
終

わ
っ
た
後
で
も
、
本
町
通
り
に
提
灯
が
並
ん
で

お
り
、
町
が
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
提
灯
を
つ
け
て
い
る
の
で
、
お
盆
に

帰
省
し
て
い
る
方
々
に
対
し
て
、
企
画
し
、
何

か
出
来
な
い
も
の
か
。

企
画
課
長

　

町
の
活
性
化
策
に
関
す
る
ご
提
案
を
い
た
だ

き
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

盆
踊
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
数
年
前
ま
で
実

施
し
て
い
た
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
参
加
者
の

減
少
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
自
然
消
滅
的
に

実
施
す
る
地
域
が
な
く
な
っ
た
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　

お
盆
に
は
、
帰
省
客
が
多
く
一
時
的
で
は
あ

る
も
の
の
地
域
に
活
気
が
あ
ふ
れ
る
時
期
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
時
期
に
「
盆
踊
り
」
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
は
活
性
化
の
一
助
に
な
る
も
の
と
期

待
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
こ
の
よ
う
な
盆
踊
り

を
含
む
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
か
関
係
者
と

協
議
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問　

⑶
北
海
道
江
差
町
、
大
間
町
を
視
察
し

て
き
ま
し
た
が
、
両
町
は
、
非
常
に
地
域
の

方
々
が
町
づ
く
り
の
た
め
走
り
ま
わ
っ
て
お

り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
わ
が
町
で
も

何
か
出
来
る
事
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
き
ま
し
た
。
何
か
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
の
か
答

弁
求
め
ま
す
。

企
画
課
長

　

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
他
町
村
で
も
、
誘
客
や

地
域
の
活
性
化
に
結
び
付
け
よ
う
と
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
春
ま
つ
り
、
荒
馬
ま
つ

り
、
秋
ま
つ
り
な
ど
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
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が
、
一
層
の
活
性
化
を
図
る
た
め
地
域
に
根
差

し
た
さ
ら
な
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
展
開
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
の
特
徴
で
あ
る
農
山
漁
村
地
域
の
優
れ

た
素
材
を
活
用
し
た
、
地
域
型
イ
ベ
ン
ト
等
を

随
時
開
催
し
、
地
域
か
ら
魅
力
や
情
報
を
発
信

し
な
が
ら
活
性
化
を
図
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

○�

今
後
の
財
政
の
見
通
し
に
つ
い

て
質
問　

⑴
町
長
の
三
期
目
の
事
業
と
し
て
、
財

政
的
に
無
理
と
思
っ
て
い
た
庁
舎
の
リ
フ
ォ
ー

ム
を
は
じ
め
、
公
民
館
、
診
療
所
等
さ
ら
に
は

ほ
と
ん
ど
の
地
区
会
館
の
修
繕
を
行
っ
た
実
績

に
つ
い
て

質
問　

⑵
三
期
12
年
を
終
え
て
の
感
慨
を
伺
い

た
い
。

町

長

　

三
期
12
年
間
の
感
慨
を
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
私
が
町
長
に
就
任
し
た
の
は
町
を
発
展

さ
せ
住
民
の
幸
せ
を
如い

何か

に
し
て
向
上
さ
せ
る

か
が
、
私
の
願
い
で
あ
り
ま
し
た
。
就
任
し
て

直
面
し
た
の
は
驚
く
べ
き
財
政
の
赤
字
と
町
村

合
併
問
題
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
件
に
つ
い
て

は
、
平
成
14
年
10
年
に
町
民
の
皆
さ
ん
に
私
が

書
い
て
配
布
し
た
、
今
別
町
の
現
状
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
の
冊
子
に
詳
し
く
述
べ
て
あ
り

ま
す
。
私
は
こ
れ
ら
を
基
本
と
し
て
行
政
の
推

進
を
図
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
感

じ
る
の
は
、
赤
字
の
苦
し
み
が
ま
だ
癒
え
ぬ
と

こ
ろ
に
、
小
泉
内
閣
の
三
位
一
体
改
革
に
よ

り
、
財
政
は
破
綻
寸
前
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
苦に

が

い
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
困
難
を
乗
り

越
え
４
年
ほ
ど
前
か
ら
黒
字
に
転
じ
た
時
は
、

誠
に
喜
ば
し
く
涙
が
出
る
思
い
で
し
た
。
こ
れ

は
、
議
会
を
始
め
、
職
員
そ
し
て
町
民
の
皆
さ

ん
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
感

謝
と
と
も
に
全
町
民
の
皆
さ
ん
を
私
は
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
。

　

又
、
町
村
合
併
が
あ
っ
た
ら
今
ご
ろ
今
別
は

ど
う
な
っ
た
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
更

に
、
あ
と
２
年
半
程
で
開
通
す
る
北
海
道
新
幹

線
開
通
に
よ
る
奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
建
設
や
各

地
区
の
施
設
の
充
実
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
そ
し

て
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
も
、
あ
る
程
度
の
道
筋

が
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
、
私
の
力
で
出
来

る
も
の
は
充
分
出
来
た
と
自
負
を
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
山
ほ

ど
あ
り
ま
す
が
、
私
は
高
齢
と
な
り
体
力
的
に

も
限
界
と
の
考
え
か
ら
、
若
い
人
に
後
を
托た
く

す

べ
き
と
引
退
を
決
意
致
し
ま
し
た
。

　

私
が
行
っ
て
き
た
町
政
に
は
悔
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。
又
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
に
も
悔
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
新
し
い
町
長
を
先
頭
に

議
会
、
職
員
更
に
は
、
町
民
一
致
協
力
し
て
町

の
発
展
と
皆
さ
ん
の
幸
せ
の
た
め
努
力
し
て
下

さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
別
町
に
生
れ
育
て
ら
れ
一
生
を
こ

の
町
で
過
ご
し
て
き
た
こ
と
を
幸
せ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
又
、
今
別
町
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。

入
　
江
　
　
　
獎
　
議
員

　

私
は
1
年
半
選
挙
公
約
実
現
を
目
指
し
て
、

町
民
の
願
い
や
要
求
を
議
会
に
届
け
、
町
長
が

提
案
す
る
案
件
が
、
町
民
の
利
益
に
な
る
か
ど

う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
き
ま
し
た
。
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て
、
中
学
卒
業
す
る
ま
で
子
ど
も

の
医
療
費
の
無
料
化
が
前
回
の
条
例
改
正
で
実

現
し
、
東
郡
町
村
と
肩
を
並
べ
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

○
町
の
財
政
に
つ
い
て

質
問　

⑴
2４
年
度
決
算
で
財
政
が
黒
字
と
な
っ

た
理
由
を
説
明
し
て
下
さ
い
。

町

長

　

平
成
24
年
度
の
決
算
で
黒
字
と
な
っ
た
理
由

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
単
年
度
だ
け
で
出
来

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
年
も
長
い
時
間

を
か
け
て
の
成
果
で
あ
り
ま
す
。
赤
字
財
政
か

ら
黒
字
に
転
換
す
る
事
は
、
並
大
抵
の
遣
り
方

で
は
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
議
会
・

職
員
更
に
、
町
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
成

せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
無
駄
や
余
分
な
経
費

は
、
的
確
に
洗
い
出
し
、
大
幅
な
赤
字
施
設
は

民
間
に
移
譲
し
、
過
分
な
補
助
金
は
廃
止
し
ま

し
た
が
、
一
番
大
き
か
っ
た
の
は
、
人
件
費

の
削
減
で
あ
り
ま
す
。
10
年
前
の
人
件
費
は
、

11
億
５
千
万
円
程
で
あ
り
ま
し
た
が
、
24
年
度

で
は
、
５
億
６
千
万
円
と
驚
異
的
な
数
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
様
々
な
努
力
の

積
み
重
ね
が
あ
っ
て
の
黒
字
で
あ
り
、
財
政
を

黒
字
化
に
す
る
事
は
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い
事

を
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

協
力
し
て
く
れ
た
議
員
の
皆
さ
ん
、
職
員
、

そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。

質
問　

⑵
保
育
園
、
な
か
や
ま
荘
、
ひ
よ
り
の

民
営
化
は
、
今
日
の
財
政
運
営
上
に
ど
う
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の
か
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
す
れ
ば
何
か
答
弁
を
求
め
ま
す
。

総
務
課
長

　

地
区
座
談
会
に
お
い
て
、
保
育
園
・
な
か
や

ま
荘
を
含
め
、
各
施
設
の
経
営
状
況
を
示
し
、

町
民
と
話
し
合
い
を
行
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
平
成
15
年
度
で
は
、「
今
別
保
育
園
」
が

６
９
，
１
１
５
千
円
。「
な
か
や
ま
荘
」が
４
８
，

４
７
９
千
円
。「
ひ
よ
り
」
は
、
５
９
，
５
２

４
千
円
の
赤
字
で
、
三
施
設
の
合
計
で
１
７
７
，

１
１
８
千
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
今
別
保
育
園
」は
、
17
年
４
月
か
ら
、「
な

か
や
ま
荘
・
ひ
よ
り
」
は
、
19
年
４
月
か
ら
民

営
化
と
な
り
ま
し
た
が
、
１
億
７
千
万
円
強
の

赤
字
施
設
を
今
も
抱
え
て
い
た
ら
、
財
政
の
破

綻
は
申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
民
営
化
に
よ
り
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も

向
上
し
た
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
雇
用
者
も
民

営
化
前
と
ほ
ぼ
同
人
数
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
よ
り

メ
リ
ッ
ト
が
、
は
る
か
に
大
き
い
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
質
問　

⑶
今
後
の
町
の
財
政
健
全
化
に
向
け
て

の
課
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
な
に
か
答
弁
を
求

め
ま
す
。

総
務
課
長

　

政
府
で
の
各
省
庁
か
ら
の
概
算
要
求
で
、
新

年
度
の
交
付
税
の
配
分
額
が
、
１
・
８
％
減
と

の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
交
付
税
の
状
況

に
よ
っ
て
は
、
計
画
事
業
の
見
直
し
も
必
要
と

な
る
重
要
な
部
分
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
前
整
備
に
伴

う
「
ア
ス
ク
ル
の
改
修
」「
物
産
館
の
建
築
費
」

や
「
開
業
後
の
維
持
費
」「
水
道
施
設
の
整
備
」

等
々
、
様
々
な
事
業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
５
ケ
年

の
新
・
財
政
運
営
計
画
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
業

も
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
各
年
度
で
は
健
全
化

判
断
比
率
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
内
容
の
変
更
等
に
よ
る
事
業
費
の
増
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
出
来
う
る
限
り
正
確
に
把

握
し
、
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
福
祉
灯
油
に
つ
い
て

質
問　

⑴
冬
に
向
け
て
、
非
課
税
世
帯
の
お
年

寄
り
た
ち
は
、
年
金
の
引
き
下
げ
と
灯
油
の
値

上
げ
で
暖
房
費
の
負
担
が
大
変
で
す
。
以
前
実

施
し
た
福
祉
灯
油
の
支
援
を
実
施
す
べ
き
と
思

う
が
答
弁
を
求
め
ま
す
。

質
問　

⑵
実
施
す
る
と
す
れ
ば
、
世
帯
数
と
し

て
ど
の
く
ら
い
あ
り
、
以
前
実
施
し
た
時
と
同

じ
一
世
帯
18
ℓ
入
り
の
５
管
で
ど
の
位
の
予
算

が
か
か
り
ま
す
か
。

町
民
福
祉
課
長

　

福
祉
灯
油
の
支
援
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
議

員
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
町
長
の
指
示
に
よ

り
、
実
施
に
向
け
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

予
定
世
帯
数
及
び
予
算
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
度
の
実
施
要
綱
に
よ
る
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
世
帯
、
障
害
者
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
で

町
県
民
税
の
非
課
税
世
帯
を
助
成
対
象
と
し
た

場
合
、
対
象
世
帯
は
３
８
４
世
帯
が
見
込
ま
れ
、

助
成
灯
油
量
を
同
要
綱
と
同
様
の
18
ℓ
３
缶
の

場
合
、
１
８
０
万
円
ほ
ど
と
な
り
、
18
ℓ
５
缶

の
場
合
は
３
１
０
万
円
ほ
ど
と
な
り
ま
す
。

　

参
考
の
た
め
申
し
あ
げ
ま
す
と
、
当
時
の
灯

油
価
格
は
、
１
ℓ
１
２
０
円
を
超
え
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
８
月
末
現
在
の
灯
油
契

約
価
格
は
１
ℓ
91
円
で
、
今
後
も
値
上
が
り
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
予
算
及
び
対
象
者
な

ど
、
具
体
的
な
こ
と
に
つ
い
て
、
決
定
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

○
福
祉
除
雪
事
業
に
つ
い
て

　

福
祉
除
雪
に
つ
い
て
は
、
昨
年
も
実
施
す
る

か
ど
う
か
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
緊
急
雇
用
の

予
算
が
あ
っ
た
の
で
、
実
施
で
き
た
が
、
今
年
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は
そ
の
予
算
が
な
い
の
で
財
政
的
に
厳
し
い
と

思
い
ま
す
。

質
問　

⑴
平
成
25
年
度
補
正
に
、
高
齢
者
除
雪

事
業
費
が
組
ま
れ
て
い
な
い
が
、
今
年
度
、
こ

の
福
祉
除
雪
事
業
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
答
弁

を
求
め
ま
す
。

質
問　

⑵
実
施
す
る
と
す
れ
ば
、
社
協
に
委
託

す
る
か
答
弁
を
求
め
ま
す
。

町
民
福
祉
課
長

　

高
齢
者
の
除
雪
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

年
度
も
実
施
す
る
方
向
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
ま
で
の
高
齢
者
の
除
雪
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
補
助
事
業
の
緊
急
雇
用
創
出

対
策
事
業
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
つ
い
て
は
、
当
該
、
対
象
補

助
事
業
が
な
く
、
単
独
事
業
と
な
る
た
め
、
現

在
実
施
に
向
け
、
昨
年
の
実
施
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、
嘱
託
職
員
の
人
員
、
稼
働
形
態
等
、

社
協
へ
の
委
託
も
含
め
検
討
し
、
予
算
化
に
向

け
作
業
中
で
す
の
で
、
補
正
予
算
計
上
の
際
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
地
域
経
済
に
つ
い
て

質
問　

⑴
青
銀
が
す
で
に
撤
退
し
、
今
年
は
高

齢
者
の
食
料
品
確
保
の
重
要
な
店
と
な
っ
て
い

た
今
別
中
央
ス
ー
パ
ー
お
よ
び
個
人
経
営
の
店

じ
ま
い
な
ど
、
今
後
営
業
を
や
め
る
店
が
出
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
の
町
と
し

て
の
地
域
経
済
の
活
性
化
の
施
策
は
あ
る
の
か

答
弁
求
め
ま
す
。

企
画
課
長

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
過
疎
化
の
波
は
、
全
国

的
に
留
ま
る
こ
と
な
く
進
行
し
て
お
り
、
当
町

に
お
い
て
も
そ
の
悪
影
響
が
現
れ
て
お
り
ま
す

こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
は
、
一
次
産
業
の
振
興

は
も
と
よ
り
、
北
海
道
新
幹
線
効
果
を
最
大
限

に
享
受
で
き
る
よ
う
町
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

生
産
さ
れ
た
物
産
の
販
売
ル
ー
ト
の
確
立
や

町
内
商
店
に
お
け
る
割
引
制
度
な
ど
の
導
入
等

様
々
な
事
業
展
開
を
図
り
な
が
ら
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
行
動
で
き
る
土
台
づ
く
り
も
必
要
な

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
は
、
町
の
将
来
を
占
う

大
き
な
問
題
だ
け
に
、
す
ぐ
効
果
が
表
れ
る
よ

う
な
特
効
薬
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
根
気
強
い

地
道
な
活
動
が
求
め
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
サ
ル
の
被
害
対
策
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
議
会
で
3
回
質
問
し
ま
し
た

が
、
昨
年
の
サ
ル
の
被
害
が
過
去
最
大
で
し

た
。
今
別
町
に
お
い
て
本
格
的
な
サ
ル
被
害
対

策
の
見
通
し
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

質
問　

⑴
６
月
議
会
で
、
サ
ル
被
害
対
策
の
一

環
と
し
て
、
蓬
田
村
、
外
ヶ
浜
町
と
連
携
し

て
、
捕
獲
し
た
サ
ル
に
発
信
機
を
つ
け
て
、
サ

ル
の
動
き
を
つ
か
み
、
サ
ル
被
害
を
未
然
に
防

止
で
き
る
よ
う
に
準
備
す
る
話
を
し
て
い
た

が
、
そ
の
進
捗
状
況
と
今
年
の
サ
ル
被
害
の
現

状
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

産
業
建
設
課
長

　

ご
質
問
の
サ
ル
被
害
対
策
の
進
捗
状
況
で
す

が
、
発
信
機
、
受
信
機
等
の
準
備
が
整
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
調
査
と
な
り
ま
す
。

　

先
日
、
今
別
で
蓬
田
村
、
外
ヶ
浜
町
と
情
報

交
換
を
行
い
、
被
害
状
況
と
対
策
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
調
査
の
参
考
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
年
の
サ
ル
被
害
の
現
状
で
す
が
、

６
月
か
ら
被
害
が
あ
り
、
８
月
末
で
「
バ
レ
イ

シ
ョ
、
ネ
ギ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ニ
ン
ジ
ン
」
な
ど

36
ア
ー
ル
で
約
70
万
７
千
円
程
度
の
被
害
額
で

あ
り
ま
す
。

○�

町
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
に

　

町
の
経
済
の
活
性
化
を
ど
う
進
め
て
い
く
べ

き
か
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

⑴
町
の
農
業
、
漁
業
を
含
め
た
１
次
産

業
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
外
部
か

ら
専
門
家
を
招
き
、
指
導
を
受
け
、
そ
の
道
を

探
求
し
、
切
り
開
き
、
実
現
し
て
い
く
た
め
の

専
門
家
集
団
と
し
て
役
場
内
に
職
員
を
中
心
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

産
業
建
設
課
長

　

農
業
分
野
で
は
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、

農
業
所
得
が
半
減
す
る
な
ど
、
危
機
的
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
で
は
、
国
内
生
産
力
を
確

保
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
よ
り
戸
別
補
償
制

度
（
現
、
経
営
所
得
安
定
対
策
）
を
実
施
し
所

得
の
安
定
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
後
継
者
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加

な
ど
の
「
人
と
農
地
の
問
題
」
の
解
決
に
向
け

て
、
地
域
の
将
来
に
向
け
た
プ
ラ
ン
作
り
、
実

行
す
る
取
組
み
に
対
し
て
様
々
な
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

町
で
も
こ
の
支
援
を
活
用
し
た
取
組
み
で
新

規
就
農
者
も
数
名
出
て
き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

の
農
業
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
、
将
来
の
農
業

の
担
い
手
が
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

漁
業
分
野
で
は
、
全
国
的
に
近
年
魚
介
、
海

藻
類
等
の
水
産
資
源
が
枯
渇
し
漁
業
不
振
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
種
苗
の
放
流
事
業
や
環
境
整
備
事
業

に
よ
り
漁
業
資
源
の
回
復
と
増
殖
に
努
め
、
漁

業
安
定
を
図
る
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、
農

業
施
策
と
は
違
い
漁
業
者
の
取
り
組
み
に
対
し

て
の
支
援
が
少
な
く
、
所
得
の
安
定
に
つ
な
が

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
後
継
者
が
育
た
な
い
一
つ

の
原
因
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
資
源
の
回
復
へ
の

取
り
組
み
と
増
殖
技
術
に
つ
い
て
、
県
や
関
係

機
関
か
ら
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
漁
協
及
び
漁

業
者
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
漁
業
経
営
の
安

定
と
後
継
者
が
育
つ
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

質
問　

⑵
福
祉
分
野
で
、
町
独
自
の
福
祉
計
画

を
（
こ
れ
ま
で
の
計
画
を
見
直
し
）
作
成
す
る

専
門
家
を
役
場
内
部
に
早
期
に
育
て
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
答
弁
を
求
め
ま
す
。

町
民
福
祉
課
長

　

町
の
高
齢
化
関
係
の
福
祉
計
画
は
、
平
成
24

年
３
月
に
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で

の
高
齢
福
祉
計
画
・
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
が
各
種
団
体
か
ら
の
作
成
委
員
に
よ
り
、
認

知
症
対
策
等
を
含
め
た
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
計
画
の
見
直
し
は
平
成
26
年
度
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
次
期
計
画
策
定
方
法
等
に
つ
い
て
、

ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
実
効

性
の
あ
る
計
画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

○�

新
幹
線
駅
前
の
物
産
会
館
に
荒

馬
ま
つ
り
コ
ー
ナ
ー
の
併
設

に
つ
い
て

質
問　

⑴
荒
馬
は
、
日
本
で
今
別
町
だ
け
の
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
文
化
で
、
ま
た
全
国
に
発
信
で

き
る
文
化
で
す
。
こ
の
荒
馬
の
歴
史
、
衣
装
な

ど
が
一
目
で
わ
か
る
展
示
、
踊
り
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

視
聴
な
ど
ま
る
ご
と
今
別
、
大
川
平
の
荒
馬
が

わ
か
る
展
示
室
を
新
幹
線
駅
前
の
物
産
会
館
に

荒
馬
ま
つ
り
コ
ー
ナ
ー
を
併
設
し
た
ら
ど
う

か
。
も
し
併
設
す
る
と
す
れ
ば
出
来
る
だ
け
お

金
を
か
け
な
い
で
創
意
工
夫
し
て
作
る
こ
と
を

提
案
し
ま
す
。

企
画
課
長

　

荒
馬
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
幹
線
駅

舎
通
路
の
壁
面
に
荒
馬
の
躍
動
す
る
姿
や
屋
内

駐
車
場
待
合
室
に
お
い
て
も
Ｐ
Ｒ
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
荒
馬
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
物
産

館
に
機
能
を
付
帯
す
る
方
法
、
道
の
駅
い
ま
べ

つ
を
含
め
た
有
効
活
用
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
川
平
地
区
の
有
志
に
よ
り
管
理
運

営
さ
れ
て
い
る
「
荒
馬
資
料
館
」
の
活
用
方
法

等
も
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、「
荒
馬
」

の
効
果
的
活
用
が
、
当
町
の
魅
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
も
の
と
し
て
期
待
し
つ
つ
取
り
組
み
を

強
化
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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議
会
広
報
委
員　
　

福　

士　

直　

治

編 

集 

後 

記
　

小
鹿
正
義
町
長
が
勇
退
さ
れ
、
阿
部
義
治
町
長
に
よ
る

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
議
会
と
し
て
は
、
益
々

の
開
か
れ
た
行
政
と
、
更
な
る
町
の
活
性
化
を
望
み
、
共

に
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議会の動き
�７　月 
　２日～４日　 両常任委員会先進地視察研修
　　　　　　　（北海道江差町・大間町・佐井村）
　９日　 東津軽郡議長会健康管理セミナー（外ヶ浜町）
　10日　 東青地域県民局地域整備部へ陳情（青森市）
　11日　県下町村議会議員研修（青森市）
　18日　例月出納検査
　22日～26日　決算監査
　24日　議会広報委員会

�８　月 
　２日　議会運営委員会
　４日　荒馬まつり合同運行参加
　５日　臨時議会
　９日　 東津軽郡議長会議長・事務局長会議（青森市）
　20日　例月出納検査・財政健全化審査
　28日　議員全員協議会

�９　月 
　３日　議会運営委員会
　４日　駅前駐車場安全祈願祭
　６日～12日　第411回定例会
　19日　例月出納検査
　24日　特別委員会
　25日　議会広報研修会
　26日　生きがい健康づくりと敬老の集い
　27日　 今別町戦没者鎮魂碑修復完成式及び戦没者追悼

式

ロ
を
全
面
的
に
売
り
出
し
、
Ｐ
Ｒ
を
し
、
商
品

開
発
等
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
佐
井
村
は
、
医
師
三
上
剛
太
郎
氏

の
博
愛
精
神
を
た
た
え
、
立
派
な
生
き
方
を
手

本
に
し
よ
う
と
名
誉
村
民
の
称
号
を
授
与
「
赤

十
字
の
旗
ひ
る
が
え
る
里
づ
く
り
」
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
３
日
間
の
視
察
研
修
は
非
常
に
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
以
上
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長 　

福
士
直
治

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長 　

明
田
平
苗

健
康
管
理
セ
ミ
ナ
ー
（
外
ヶ
浜
町
）

　

７
月
９
日
東
郡
町
村
議
長
会
主
催
の
健
康
管

理
セ
ミ
ナ
ー
が
外
ヶ
浜
町
の
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
最
初
に
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
準
備
運
動
（
体
操
）
を
全

員
で
行
い
、
早
速
競
技
に
入
り
ま
し
た
。
競
技

の
結
果
は
、
外
ヶ
浜
町
議
会
と
僅
差
で
我
が
今

別
町
議
会
が
優
勝
し
ま
し
た
。

東
青
地
域
県
民
局
陳
情
・
要
望
書
提
出

　

７
月
10
日
青
森
市
の
東
青
地
域
県
民
局
地
域

整
備
部
（
県
庁
）
へ
小
鹿
町
長
と
議
会
議
員
６

人
で
陳
情
し
、
要
望
書
を
提
出
し
て
参
り
ま
し

た
。
要
望
書
の
内
容
は
、
国
道
２
８
０
号
（
奥

平
部
～
砂
ヶ
森
）
の
拡
幅
整
備
促
進
並
び
に
主

要
地
方
道
今
別
・
蟹
田
線
（
県
道
14
号
）
の
整

備
に
つ
い
て
で
す
。

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
こ
れ
か
ら
の
政
局
・
政
治
は
ど
う
な
る
！

　

７
月
11
日
、
青
森
市
の
青
森
市
民
ホ
ー
ル
に

て
、
県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
の
講
師
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
週
刊
誌
で
政
治
解
説
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

を
担
当
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
視
点
・
論
点
」

で
お
な
じ
み
の
政
治
評
論
家
・
浅
川
博
忠
氏
を

迎
え
、「
こ
れ
か
ら
の
政
局
・
政
治
は
ど
う
な

る
！
」
を
演
題
に
、
今
後
の
政
局
の
動
き
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

視
察
研
修
報
告

　

総
務
文
教
・
産
業
建
設
両
常
任
委
員
会
か
ら

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

去
る
、
７
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
、
北
海
道

の
江
差
町
と
青
森
県
の
大
間
町
及
び
佐
井
村
を

委
員
７
人
で
視
察
研
修
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

２
日
・
３
日
は
、
江
差
町
の
街
づ
く
り
関
係

の
研
修
を
し
、
４
日
は
、
大
間
町
の
マ
グ
ロ
を

活
か
し
た
事
業
及
び
佐
井
村
の
赤
十
字
関
係
施

設
を
見
学
し
、
研
修
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
江
差
町
は
、
商
店
街
改
修
の
た
め

に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
利
用
し
、
昔
か
ら

の
素
材
等
を
活
か
し
た
モ
ダ
ン
な
建
築
物
が
沢

山
あ
り
、
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
も
の
が
多
く
、

ま
た
大
間
町
は
、
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
マ
グ

小
鹿
町
長
　
12
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た

　

９
月
６
日
、
第
４
１
１
回
定
例
会
が
開
催
さ

れ
、
小
鹿
町
長
が
最
後
の
提
案
理
由
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
今
別
町
の
難
局
を
乗

り
越
え
た
実
績
に
対
し
、
議
会
と
し
て
も
小
鹿

町
長
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
３
期
12
年

間
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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７／ 11県下町村議会議員研修会（青森市）

７／９東郡議長会主催の健康管理セミナーへ参加（外ヶ浜町）

７／ 1０東青地域県民局地域整備部陳情・要望書提出（青森市）

７／２～４両常任委員会視察研修（青森県佐井村）

７／２～４両常任委員会視察研修（北海道江差町）７／２～４両常任委員会視察研修（青森県大間町）



　

９
月
20
日
、
袰
月
会
館
前
に
お
い
て
高
木
恭
造
詩
碑
建
立
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
津
軽
の
方
言
詩
人
で
あ
る
高
木
恭
造

氏
は
、
大
正
11
年
に
代
用
教
員
と
し
て
袰
月
尋
常
高
等
小
学
校

で
教
鞭
を
と
り
、
そ
の
学
校
が
現
在
の
袰
月
会
館
で
し
た
。
こ

の
由
緒
あ
る
地
に
「
陽
（
シ
）
コ
あ
だ
ね
村
」
詩
碑
建
立
の
機

運
が
盛
り
上
が
り
、
高
木
恭
造
詩
碑
を
建
立
す
る
会
（
会
長
・

　

佐
藤
英
輝
）
を
設
立
し
、
広
く
県
内
外
か
ら
ご
協
賛
い
た
だ

き
な
が
ら
今
日
に
至
り
ま
し
た
。
除
幕
式
に
は
高
木
氏
３
女
の

山
内
恭
子
さ
ん
も
出
席
し
「
皆
様
の
父
に
対
す
る
想
い
を
感

じ
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
12
日
、
竜
飛
今
別
漁
港
今
別
支
部
に
お
い
て
、
大
漁
祈

願
祭
が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
覚
寺
境
内
に
あ
る
多
聞
天
堂

内
で
祈
願
さ
れ
た
石
を
４
隻
の
船
に
乗
せ
、
３
名
の
和
尚
と
漁

師
が
乗
り
込
み
、
海
上
に
出
航
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
海
は
ま
る
で
祈
願
祭
を
待
ち
か
ね
て
い
た
か
の
よ

う
な
べ
た
凪
で
、
念
仏
読
経
と
共
に
祈
祷
し
た
石
を
海
に
撒
き

な
が
ら
、
大
漁
を
祈
る
漁
師
や
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
祈
る
よ
う

に
見
送
る
家
族
の
姿
に
、
と
て
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
、
今
別
町
戦
没
者
遺
族
会
主
催
に
よ
る
「
戦
没

者
鎮
魂
碑
修
復
完
成
式
及
び
今
別
町
戦
没
者
追
悼
式
」
が
忠

魂
碑
建
立
場
所
（
今
別
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
脇
）
に
お
い
て
、

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
別
八
幡
宮
宮
司
に
よ
る
神
事
が
し
め
や

か
に
と
り
行
わ
れ
、
式
典
の
最
後
に
村
上
キ
ソ
さ
ん
（
奥
平

部
地
区
遺
族
）
の
「
お
も
い
で
」
が
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。
村

上
さ
ん
の
兄
に
召
集
令
状
が
届
い
て
か
ら
、
戦
死
の
知
ら
せ

が
届
く
ま
で
の
母
親
の
心
情
や
家
族
の
思
い
を
朗
読
し
て
い

る
時
に
は
、
会
場
の
中
か
ら
嗚
咽
が
も
れ
、
戦
後
68
年
た
っ

た
今
も
、
遺
族
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
け
っ
し
て
終
わ
る
こ

と
の
な
い
戦
争
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

９
月
21
日
、
八
幡
町
集
会
所
新
築
落
成
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
集
会
所
玄
関
前
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
小

鹿
町
長
か
ら
田
中
会
長
へ
集
会
所
の
カ
ギ
の
引
き
渡
し
を
し

た
後
、
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
小
鹿
町
長
か
ら
「
近
年
自
宅
葬

が
増
え
て
い
る
中
、
小
規
模
な
葬
儀
が
で
き
る
場
所
、
町
内

会
の
活
動
が
で
き
る
場
所
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
集
会
室
の
ほ
か
に
休
憩
室
や
シ
ャ
ワ
ー

ル
ー
ム
も
完
備
さ
れ
て
い
る
こ
の
施
設
を
、
町
内
会
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
に
も
、
大
い
に
利
用
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

　10月２日、今別小学校５年生が稲刈り体験をしました。大川平嶋中
一仁さんの田んぼにおいて春に植えた稲が黄金色の実を付けて、児童
たちも感嘆の声を上げていました。
　最初は恐る恐る稲刈り鎌を使って刈っていた70㎝程の稲穂も、慣れ
てくるとザックザクととても上手に鎌を使い、稲の束もきれいに縛っ
ていました。田植えの時と同じように嶋中さんの計らいにより稲刈り
機械も児童たちに経験させ、手作業と機械作業の違いを肌で感じるこ
とができ、児童たちはとても興奮していました。この日収穫した餅米
は餅つき大会でおいしいお餅になる予定です。

　９月７日、村元会館前において『むらもと秋まつり』が開催されま
した。このまつりは地域活性化事業の一環として毎年行っているもの
で、今年で８回目を迎えました。地区内の方々はもちろんのこと、地
区外からのお客さんも訪れ、今年は170名の参加がありました。会館
内ではトランプ大会やドップ引きを楽しみ、テント内では地元の婦人
会の方々が作った焼き鳥・焼きそば・おでん等が飛ぶように売れ、子
どもたちからお年寄りまで笑いの絶えない楽しい一日を過ごしました。
また、今年から村元子ども会と山崎子ども会が合併し、育成会が結成
されました。荒馬まつりでは山崎地区にもねぶた運行をし、秋まつり
でも育成会の方々の協力を仰ぎながらまつりが開催されました。
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ドップ引きを楽しむ皆さん かき氷は大人気手作業も手際よく とても楽ちんな機械作業

序幕の儀

高木氏本人の朗読が流れる碑の
スイッチを押す関係者　　　　

和尚と漁師の乗った船

大海原に出航する船

テープカットをする関係者

戦没者鎮魂碑修復完成式
及び今別町戦没者追悼式

小鹿町長から鍵を受け取る田中会長

祭文を読む遺族会会長山内さん

玉串奉納をする小鹿町長
村上さん（左）と
代読する職員　　

大盛況『むらもと秋まつり』校外学習　稲刈り体験

大 漁 祈 願 祭
（多聞天まつり）

高木恭造詩碑建立除幕式
～生誕110年記念～

八 幡 町 集 会 所
新築落成祝賀会



　宝くじの社会貢献広報事業として、コミュニティ活動に必要な備品
や集会施設の整備、安全な地域づくりと共生の町づくり、地域文化へ
の支援や地域の国際化の推進及び活力ある地域づくり等に対して助成
を行い、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地
域社会の健全な発展と住民福祉の向上のために事業が行われます。こ
の度八幡町町内会が、平成25年度宝くじコミュニティ助成事業（一般
コミュニティ事業）を活用して、新設された「八幡町集会所」用の冷
蔵庫や座卓、海峡あすなろ公園等の環境美化のための草刈機、荒馬ま

つりで使用する太鼓や地域の各種イベント用
のテントを整備しました。
　地域の活性化を図るうえで今回整備した備
品を活用して、一層のコミュニティ活動の推
進に取り組みます。

　９月16日～18日、東郡中体連新人戦が行われ、今別中学校はバレー
ボールと野球で、喜びのダブル優勝を果たしました。
　バレーボール初日は、小湊中学校・西平内中学校に快勝し、２日目
の第１試合では夏季大会で惜敗した三厩中学校と対戦し、第１セット
は失ったものの、第２セットから実力を発揮し２－１で勝利し、最終
戦は東平内中学校に圧勝し、完全勝利をしました。
　野球は初戦５回コールドで大勝し、２日間雨で順延となりました
が、東平内中学校相手の準決勝では３－１と快勝しました。決勝戦は
小湊中学校との対戦で、初回から大量点をとられ、点差が開き苦しい
戦いでしたが、小湊中学校が大幅に選手を交替した後選手がケガをし
たため、交替選手がいなくなり、没収試合で今別中学校が優勝となり
ました。

　10月７日、八幡町北山正さん宅裏山で今別保育園年長
児を招いて、りんごもぎが行われました。子どもたちを
喜ばせようと、北山さんが前もって年長児全員の名前の
シールをりんごに貼り、それぞれの名前の子どもにりん
ごをもぎ取らせたところ、自分の名前の入ったりんごを
持った子どもたちは、とても喜んで大事そうに、ちっ
ちゃな手で包み込んでいました。りんごの収穫の後は、
あすなろ卵鶏の檻の中に入り、卵を一個ずついただき、
最後に栗拾いをして大喜びをしていました。子どもたち
は、北山家の宝の山に「すご～い」を連呼していました。

　地域の活性化とイメージアップを図っていくとと
もに、地域間の連帯と親睦を深める目的の「第７回
かかしロード280」が、かかしロード実行委員会主
催により、油川地区から今別地区の国道280号バイ
パスで、８月26日から９月30日まで開催されまし
た。
　今別地区では、モリピアあさひと今別保育園のか
かしが町内に設置され、モリピアあさひのかかし
が、見事優秀賞に輝きました。

　

10
月
10
日
、
今
別
町
日
赤
奉
仕
団
と
今
別
保
育
園
と
の
交
流
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
日
赤
奉
仕
団
の
方
々
と
保
育
園
児
が
一
緒
に
大
玉
こ
ろ

が
し
や
、
ボ
ー
ル
運
び
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
保
育
園
児
が
お
遊

戯
を
披
露
し
、
お
返
し
に
奉
仕
団
の
方
々
が
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た

後
、
園
児
に
腰
み
の
や
レ
イ
を
つ
け
て
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
教
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
日
赤
奉
仕
団
の
方
々
が
作
っ
た
豚
汁
・
お
に
ぎ
り
・
フ
ル
ー

ツ
に
舌
鼓
を
打
ち
、
と
て
も
楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
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か
か
し
ロ
ー
ド
２
８
０

　

優
秀
賞
獲
得

「
新
幹
線
で
楽
し
い
家
族
旅
行
」

か
か
し
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ー
ド
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優
秀
賞
獲
得

「
新
幹
線
で
楽
し
い
家
族
旅
行
」

宝くじコミュニティ助成事業

東郡中体連新人戦Ｗ優勝日赤奉仕団 交流会 今別保育園

ま
っ
か
な
秋

　
　
ま
っ
か
な
り
ん
ご

モリピアあさひのかかし（右）と今別保育園のかかし

ボールを落とさないように・・・

フラダンスを教わる園児たち

バレー部の皆さん

野球部の皆さん

テント

テーブル 草刈機 太鼓

もぎ取ったりんごを手にする保育園児と保育士の皆さん



　

北
海
道
新
幹
線
（
仮
称
）「
奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
」
の
開
業
に
向
け
、

観
光
ガ
イ
ド
の
準
備
を
進
め
て
い
る
今
別
町
観
光
応
援
隊
の
会
員
が
10

月
12
日
、
北
海
道
江
差
町
か
ら
訪
れ
た
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
を
出
迎

え
ま
し
た
。
開
業
に
向
け
た
道
南
地
域
と
の
連
携
や
交
流
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
、「
互
い
に
行
き
来
す
る
こ
と
で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
応
援
隊
は
昨
年
発
足
。
現
在
10
人
余
り
の
町
民
ら
が
参
加
し
て

お
り
、
講
師
を
招
い
て
の
講
演
で
ガ
イ
ド
の
心
構
え
を
学
び
、
県
内
各

地
の
ガ
イ
ド
先
進
地
を
訪
れ
て
は
お
も
て
な
し
の
方
法
を
実
地
研
修
す

る
と
と
も
に
互
い
の
交
流
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

お
迎
え
は
新
幹
線
駅
建
設
予
定
地
の
津
軽
海
峡
線
「
津
軽
今
別
駅
」

で
行
わ
れ
、
町
議
会
議
員
や
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
あ
ら
ま
く
ん
」「
た

ず
な
ち
ゃ
ん
」
な
ど
と
一
緒
に
同
駅
に
降
り
立
っ
た
江
差
町
の
一
行
を

歓
迎
。
ガ
イ
ド
ら
は
「
よ
ぐ
来
て
け
だ
な
ぁ
」
と
言
う
と
「
今
き
た

じ
ゃ
ぁ
」と
同
じ
訛
り
で
答
え
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
町
の
名
高
い
寺
で
あ
る
本
覚
寺
と
正
行
寺
を
ガ
イ
ド
し
て

お
寺
の
歴
史
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
特
に
本
覚
寺
の
第
30
代
住
職
の

工
藤
貞
導
和
尚
が
「
多
聞
天
堂
」
や
「
庫
裏
」、「
本
堂
」
を
紹
介
し
、

江
差
町
の
一
行
を
驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

山
内
和
子
会
長
は
、「
新
幹
線
が
来
る
こ
と
で
津
軽
海
峡
エ
リ
ア
が

も
っ
と
仲
良
く
、
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
、
交
流
が
大
事
な
こ
と
を
強

調
し
、
私
た
ち
が
気
づ
か
な
い
地
元
の
魅
力
を
相
手
が
気
づ
い
て
く
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。」
と
交
流
の
大
切
さ
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　町では、北海道新幹線（仮称）「奥津軽いまべつ駅」開業を見据え、
町出身者や町に縁のある方を対象に町内外で活躍している田中哲也氏、
太田家元九郎氏、立花竜司氏の３氏に「今別町ふるさと大使」として
委嘱しました。委嘱は10月11日からです。同大使は、当町の観光資源
や地域振興等に関する魅力ある情報を発信し、町の知名度の向上と観
光、地域振興等の発展を図るために今別町ふるさと大使を設置したも
のです。

　町では文化の向上発展に貢献した方及び体育・スポーツの振興に顕
著な功労があった方、又は各種スポーツ大会において優れた成績を収
め、町の体育・スポーツの振興に寄与した方々を表彰するため、下記
により候補者の推薦を募っております。ご家族、知人の中に基準を満
たす方がおりましたら、ご推薦下さるようお願いいたします。
１．表彰の範囲：文化の向上発展に貢献した町民、体育・スポーツの
振興に功績があった町民及び町出身者、又は団体若しくは当町に縁故
のある方
２．表彰の基準
　⑴ 　全国規模及び県規模以上の公的機関又は団体が主催する文化的

大会及び展覧会において上位入賞又は最高の賞を受けたもの
　⑵　国際的なスポーツ競技会において活躍した者
　⑶　多年にわたり体育・スポーツの振興に貢献した者
　⑷ 　各種スポーツ大会において優れた成績を収めた小学生や中学生

以上の個人又は団体
　⑸　県中学校体育連盟主催の各種大会において8位以内の入賞者
３．表彰対象期間は、平成25年1月1日から平成25年12月31日まで
４ ．推薦期限は、平成25年12月7日までですが、推薦期限後から12月

31日までの間に表彰基準に該当した場合でも推薦できます。
※ 表彰の種類等その他詳しい内容は、今別町教育委員会へお問い合わ

せください
【問合せ先】今別町教育委員会　電話：35－2157

～テレビ放映されます～
　10月26日、新青森県総合運動公園マエダアリー
ナにおいて、第17回マルヨ水産カップママさんバ
レーボール大会が開催され、「いまべつママさん
チーム」が出場しました。
　当日、チームの紹介を荒馬ゆるキャラ「あらま
くんとたずなちゃん」が、町の紹介と2015年開業
予定の（仮称）「奥津軽いまべつ駅」をユーモア
たっぷりにＰＲしました。
みなさん、ご覧ください。

放映日時：11月23日（土）　14：00～15：25
放 映 局：青森テレビ

　突然、「会員になれば、ロト６の当選番号を事前に教える」という電話がかかってき
た。「当選番号を言うから、明日新聞で確認してみて」と言われ、翌朝の新聞を見たところ、
当たっていたので、すっかり信用してしまった。会員になるため、審査費用１万円を指定
口座に振り込み、「宝くじが当たったら」という将来の夢を書いた作文を保険証のコピー
と一緒にファックスで送った。後日、合格の連絡の際に情報料として350万円かかると聞
き、あまりに高額だったので不安になった。払っても大丈夫だろうか、（60歳代男性）

＜ひとこと助言＞
☆ ロト６などの数字選択式宝くじの当選番号を事前に教えてもらうのと引き換えに、高額

な情報料や預託金を支払わされたという相談が寄せられています。
☆ 他にも「くじで使う出玉にＩＣチップを埋め込んでいるので、自在に数字が出せる」と

説明され、信用してしまったケースもあります。
☆ 数字選択式宝くじの抽選は、毎週月曜から金曜の18時45分から行われ、インターネット

で生中継されます。抽選結果が翌朝の新聞に掲載されるまでの時間差を利用して消費者
をだますのが、この詐欺の手口です。

☆ 宝くじの抽選は厳正、公式に行われており、抽選を操ることや、抽選結果が事前に分か
ることは、絶対にありません。

☆うまい話には耳を貸さず、お金は絶対に支払わないようにしましょう。
　困った時は、お住まいの自治体の消費生活センター等にご相談ください。

田
中
哲
也
氏

　

田
中
氏
は
自
転
車
、
ゴ

ル
フ
、
ス
キ
ー
大
会
で
障

害
者
競
技
大
会
の
世
界
大

会
に
出
場
し
、
小
学
校
、

中
学
校
等
で
の
講
演
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

太
田
家
元
九
郎
氏　

太
田
家
氏
は
津
軽
三
味

線
三
元
会
の
会
主
を
行
い

な
が
ら
太
田
家
元
九
郎
の

芸
名
で
全
国
的
に
「
津
軽

三
味
線
漫
談
」
と
し
て
興
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

立
花
竜
司
氏

　

立
花
氏
は
全
国
的
に
歌

手
活
動
を
行
な
い
な
が

ら
、
社
会
福
祉
施
設
へ
の

慰
問
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

田
中
哲
也
氏
は
「
講
演
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

行
っ
て
い
ま
す
。
講
演
等
の
中
で
少
し
で
も
今
別

町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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詐欺に注意!! 「ロト６－の当選番号を教えます」
第１７回ママさんカップ

バレーボール大会

平成25年今別町文化賞
スポーツ賞等候補者推薦について

今別町ふるさと大使

～今別町出身者３名任命～

今
別
町
観
光
応
援
隊

お

も

て

な

し
本覚寺で観光案内をする山内会長（右から2人目）

江差町の一行を迎える議員や応援隊の方々



　青森県では、母子家庭などのお子さんが、修学・修業などの際に必
要な資金の貸付予約の申し込みを受け付けしています。貸付の限度額
や償還方法、償還期間などの詳細については、東地方福祉事務所まで
お問い合わせください。

予約申込期間
　　平成25年11月１日～平成26年３月31日
　　（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

対　 象　 者
　　�来春、お子さんが小・中学校、高等学校、高等専門学校、短期大
学、大学、各種学校へ進学する母子・寡婦家庭の方（小・中学校
の修学支度資金は所得税非課税の場合のみ）

　　※�なお、現在在学中の方の修学資金の申し込みは、随時受け付け
しています。

【問合せ先】
　東青地域県民局地域健康福祉部福祉総室（東地方福祉事務所）
　電話：017－734－9950

○�青森・ソウル線は平成25年10月27日（日）から、水・金・日の週３
便運航。週末を利用した旅行にも便利。
○�世界とつながる仁川空港は、乗り換えもラクラク。バンコク、ハノ
イ、香港、北京、ニューヨーク、ホノルル、グアムなど、世界の各
都市へ。
○�青森・ソウル線を利用すると、駐車料金が最大1,000円。平成26年
３月末まで青森空港駐車料金減免の社会実験を実施中。

【問合せ先】
　　青森県企画制作部交通政策課
　　航空グループ
　　電話：017－734－9153　

　みなさん「胸やけ」を感じたことはあり
ませんか？
　胃液は強い酸性のため、これと混ざり合
わさった食物や胃液などが食道に逆流して
食道に炎症を起こすと、胸やけが起こりま
す。以前は、逆流性食道炎という病名が用
いられていましたが、現在ではこれらを含めて包括的な疾患概念とし
て胃食道逆流症と呼ばれています。

　胃食道逆流症は欧米に患者数が非常に多く、日本では比較的少ない
病態でしたが、高齢化・食事の欧米化・診断の進歩などにより、日本
でも近年この病気に悩まされる人が増えてきています。
　今回は、この胃食道逆流症の症状、診断、治療方法などを紹介した
いと思います。

胃食道逆流症の原因は？
１．胃液の逆流を防ぐ機能の低下：本来、食道と胃のつなぎ目の部分
は括約筋と呼ばれる筋肉などで胃の中のものが逆流しないように弁の
働きを持っていますが、加齢とともにこの働きが弱くなったり、腰の
曲がった高齢に多い食道裂孔ヘルニア（つなぎ目の部分の固定が弱く
なり、本来おなかの中にあるものが胸のほうへとびだしてしまう）や
胃の手術などで形態が変わることによって起こります。

２．食道や胃の蠕
ぜんどう

動運動の低下：食道へ逆流してきた胃液を胃に送り
込むのが遅れ、食道内にとどまる時間が長くなったり、胃炎や胃潰瘍
などによって胃の働きが弱まり食物が長時間とどまるようになると起
こりやすくなります。
３．腹圧の上昇：肥満やお腹を締め付けたり、重いものを持つことに
より胃が圧迫され、胃液を逆流しやすくなります。
４．胃液の分泌増加：喫煙やお酒を飲んだりすると胃液の分泌が多く
なり、逆流が起こった時に食道粘膜が傷つけられやすくなります。
５．食物摂取量の増加：食べ過ぎたり、脂肪の多い食事をとると胃の
働きが悪くなり、胃と食道の間にある「噴門」が開きやすくなります。
空気が出れば「げっぷ」胃液が出れば「逆流」になります。

　上記のような症状があり、“もしかしたら自分も”と思われる方は一度診療所にご相談ください。内視鏡検査で診断し、適切な治療法を提
案させていただきます。
　ただしこの病気は治療も大切ですが、日頃の悪しき生活習慣を改善することが何よりも重要であることをお忘れなく。

症状は？
　一番多い症状は“胸やけ”です。しか
し“みぞおちやのどが焼ける”あるいは
“胸がチリチリ焼ける”などの症状も多
いといわれています。この他には“胃液
が食道や喉あるいは口の中へ逆流する感
じ（吐出）”や“口がすっぱくなる感じ
（呑酸感）”また頻度としては少ないです
が、“のどの痛みやつっかえる感じ”“嗄声（しわがれ声）”“胸痛”な
どの症状もあります。

診断するための検査は？
　一般的には内視鏡検査（胃カメラ）を行
います。これにより逆流に伴う食道の発赤
やびらん（ただれ）が認められれば診断で
きます。

治療方法は？
　薬物治療としては、「胃酸分泌抑制剤」、「消化管運動機能改善剤」、
「制酸剤」、「粘膜保護剤」などが使われています。薬で症状を改善さ
せるとともに、あとでお話しする生活の注意点を守っていくことが大
切です。

日常生活のなかで気を付けることは？
　胃食道逆流症の症状は、日常生活の改善だけでも緩和されることが
あります。
　前屈みの姿勢、排便時の力み、ベルトや帯でお腹を締め付ける、重
いものを持つなどの腹圧を上げることを避けて下さい。腹圧が上がる
ことによって逆流しやすい状態を作ってしまいます。
　食事では脂肪の多い食物、チョコレートなどの甘いもの、柑橘類、
コーヒー・紅茶、香辛料、アルコール類、タバコなどは胃酸の分泌を
高めたり、胃内での食物の停滞時間が長くなることなどで逆流を起こ
しやすくします。
　そしてなによりは食べ過ぎない、食後すぐ横にならないことが大切
です。食べ過ぎは胃酸の分泌や胃内の圧を上げ、食後すぐ横になると
胃酸が逆流しやすいので、食後１～２時間は横にならないようにしま
しょう。
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今別診療所からの健康だより ～胃食道逆流症について～

母子・寡婦福祉資金の
貸付予約の受付

青森・ソウル線で、
韓国へひとっ飛び！

さらにラクラク乗継で
世界の各都市へ！



○�日本脳炎の予防接種後に重い病気となった事例が
あったことをきっかけに、国の方針として平成17
年度から平成21年度まで、日本脳炎の予防接種の
案内を行いませんでした。

○�その後、新たなワクチンが開発され、現在は日本脳
炎の予防接種を通常通り受けられるようになってい
ます。

○�平成17～21年度の間に定期予防接種の機会を逃した方々には、平
成23年度から順次接種のご案内を行っています。（今年度は小学１
年生～４年生と高校３年生が対象です。）

○�ご案内の対象になっていない場合でも、
　平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれで、１期（通常は３
歳で２回、４歳で１回）・２期（通常は９歳で１回）の接種が終わっ
ていないお子様は、20歳未満までの間、日本脳炎の定期予防接種を
受けることができます。

○�予防接種を希望する方は、母子健康手帳をご確認の上、下記までお
問合せ下さい。

　　　　【問合せ先】今別町役場　町民福祉課　保健師
　　　　　　　　　　電話：35－3004　

日本脳炎の予防接種についてのお知らせ

一般相談、日常のあらゆる心配ごと・・・など
相 談 種 別 相　　談　　日 相　談　時　間 相　談　員

生活一般相談 11月13日㈬・27日㈬ 10：00～11：30
生 活 一 般
相 談 員

電 話 相 談 毎週月曜日～金曜日 10：00～17：00 社 協 職 員

※土、日及び祝祭日は対応できませんのでよろしくお願いします。

専門相談　専門相談員による相談
相談種別 相談内容 相 談 日 相談時間 相 談 員

法律相談
借金、離婚、財
産相談、土地登
記に関する相談

11月12日
（火） 13：30～15：30 司 法 書 士

年金相談
各種年金、社会
保険等について
の相談

11月18日
（月） 10：00～12：00 社 会 保 険

労 務 士

※ 相談を予定している方は、事前に予約をお願いします。当日の来所
は電話でお知らせ願います。また、今月の専門相談は法律相談（司
法書士）だけです。

《問合せ先》今別町社会福祉協議会　電話35－3081

【税を考える習慣】
期間：11月11日（月）～11月17日（日）
テーマ：税の役割と税務署の仕事「税を考える習慣」の期間中は、
税の役割や国税庁のICT化・国際化に対する諸施策について紹介し
ます。国税庁ホームページには、動画やイラストで見る税務署の仕
事を掲載し、ツイッターを活用して各種情報を提供します。また、
職員による講演会や関係民間団体、地方公共団体と連携して各種広
報施策を実施します。これらの詳しい内容は、国税庁ホームページ
をご覧ください。

【所得税の予定納税（第2期分）の納付をお忘れなく】
　納付期間は、平成25年11月１日から12月２日までです。振替納税
を利用している方は、納期限（平成25年12月２日）に指定の金融機
関の口座から自動的に納付されます。振替納税以外の方は、納期限
まで金融機関又は所轄の税務署の窓口で納付してください。これら
の詳しい手続きは、国税庁ホームページをご覧ください。

国税庁ホームページ：www.nta.go.jp

【災害に伴う県税の減免措置等について】
　台風、地震などの災害により被害を受けられた方には、県税の減
免、徴収猶予、申告等の期限の延長の制度があります。これらの制
度の適用を受けるには、いずれも申請が必要です。
　制度の内容や手続きなど詳しいことは、東青地域県民局県税部ま
でお問い合わせください。

【問合せ先】
　東青地域県民局県税部　
　　　　　　　納税管理課
（青森市新町２丁目４－30　
　　　　　　　県庁舎北棟３階）
　電話　017－734－9970　

国民年金保険料の追納をお勧めします！
　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、若年者
納付猶予、学生納付特例の承認を受けられた期間がある場合、保険料
を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）の
受取額が少なくなります。
　そこで、これらの期間の保険料は、将来受け取る老齢基礎年金を増
額するために、10年以内であれば遡って古い月分から収める（追納）
ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して３年
度目以降に追納されると、当時の保険料額に一定の加算額が上乗せさ
れます。
・ 一部免除を受けた期間は、残りの納付すべき保険料が納付さ　れて

いなければ追納はできません。
・ 「若年者納付猶予・学生納付特例期間」が「法定免除・申請免除期

間」より先に経過した（古い）月分である場合は、「若年者納付猶
予・学生納付特例期間」が優先します。

・ 「法定免除・申請免除期間」が「若年者納付猶予・学生納付特例期
間」より先に経過した月分である場合は、どちらを優先して納める
か本人が選択できます。

・ 「若年者納付猶予・学生納付特例期間」の中では、先に経過した月
分から納めることになります。

・ 「法定免除・申請免除期間」の中では、先に経過した月分から納め
ることになります。

※追納のお申込み・ご相談はお近くの年金事務所までお願いします。
【問合せ先】町 民 福 祉 課　電話　35－3003
　　　　　　青森年金事務所　電話　017－734－7498
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今別町ふれあい福祉センター
11月の相談日のご案内

国民年金保険料の

税務署からのお知らせ

免除期間・納付猶予期間がある方へ
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最
後
の
学
習
発
表
会
で
わ
た
し
は
、

係
の
仕
事
を
し
っ
か
り
で
き
ま
し
た
。

先
生
の
合
図
で
照
明
を
つ
け
た
り
、
消

し
た
り
で
き
ま
し
た
。
劇
の
と
き
も
、

せ
り
ふ
を
し
っ
か
り
言
え
た
し
、
ふ
り

つ
け
も
声
も
が
ん
ば
れ
ま
し
た
。
特
に

最
後
の
方
の
自
分
の
せ
り
ふ
は
、
ゆ
っ

く
り
表
情
に
も
気
を
つ
け
て
言
え
ま
し

た
。
歌
も
、
み
ん
な
と
心
を
一
つ
に
し

て
歌
え
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
「
82
人
の
絆
」
と
あ
る
よ
う
に
、

本
当
に
82
人
全
員
の
心
が
一
つ
に
な
っ

て
、
絆
が
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
み
ん
な
と
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
今
別
小
学
校
６
年
生
」

①
氏
名 

②
地
区
名 

③
将
来
の
夢

町
の
元
気
な
子
ど
も
達

　
今
月
号
は
、
秋
ま
つ
り
・
敬
老
会

・
公
民
館
ま
つ
り
・
ふ
る
さ
と
大
使

任
命
・
観
光
応
援
隊
に
よ
る
お
も
て

な
し
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
話
題
を

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ふ

る
さ
と
大
使
の
方
々
は
、
い
ろ
い
ろ

な
分
野
で
頑
張
っ
て
い
る
方
々
な
の

で
、
愛
す
る
故
郷
の
た
め
に
、
力
を

貸
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

秋
ま
つ
り
で
は
、
特
産
品
開
発
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

も
、
商
品
を
手
に
取
っ
た
り
、
実
際

に
食
べ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
各

団
体
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

　
10
月
13
日
か
ら
は
、
新
町
長
が
就

任
し
、
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
の
体

制
作
り
に
も
拍
車
が
か
か
り
、
職
員

も
一
丸
と
な
っ
て
前
進
す
る
の
み
と

感
じ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の

協
力
や
、助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

私
た
ち
の
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

�

広
報
担
当
（
お
ぐ
ら
）

編

集

後

記

まちの行事予定  （１０／１～11／10）

※行事予定名・開催場所・担当を掲載しています。

11／６（水） 乳幼児検診 福　祉

10（日） 第30回今別町総合福祉展 社福協

12（火） 就学時健診（今別小学校） 教　育

24（日） 集団検診《開発センター》 福　祉

30（土） パワーアップ研修（ウォーキング） 教　育

12／２（月）
介護保険料第４期納期限 福　祉

国民健康保険税第４期納期限 税　務

４（水） 人権・行政相談《中央公民館》 総　務

６（金） 第32回今別町社会福祉展 社福協 　創立30周年を迎えた放送大学は、テレビ等の放送やインターネットで授業
を行う通信制の大学です。働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽し
みたいなど、様々な目的で、幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま平成26年４月入学生を募集しています。詳しい資料を無料で送付
いたしますので、お気軽にお問合せください。
○募集学生の種類
　・教養学部
　　科目履修生（６ヵ月在学し、希望する科目を履修）
　　選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
　　全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）
　・大学院
　　修士科目生（６ヵ月在学し、希望する科目を履修）
　　修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）
○出願期間
　平成25年12月１日～平成26年２月28日
　（インターネット出願は11月15日より受付開始）
【問合せ先】
　〒036－8561　放送大学青森学習センター　　　　電話　0172－38－0500
　〒039－1102　放送大学八戸サテライトスペース　電話　0178－70－1663

　放送大学ホームページ　http://www.ouj.ac.jp　

　市と連携して生活再建相談事業を行っている消費者信用生活
協同組合による無料相談会です。専門スタッフと弁護士がお金
や暮らしに関する悩みについて、丁寧に聞き取りし、一緒に解
決の糸口を見つけます。
○11月９日（土）・10日（日）
　青森会場：消費者信用生活協同組合青森事務所
　　　　　　青森市新町１－２－18　サンフレンドビル２階
【問合せ先】消費者信用生活協同組合青森事務所
　　　　　　電話：0120－102－143
○11月16日（土）・17日（日）
　八戸会場：消費者信用生活協同組合八戸事務所
　　　　　　八戸市八日町36　第１ビル４階
【問合せ先】消費者信用生活協同組合八戸事務所
　　　　　　電話：0120－102－084
　弘前会場：ヒロロスクエア（ヒロロ３階）
　　　　　　弘前市大字駅前町９－20
【問合せ先】消費者信用生活協同組合青森事務所
　　　　　　電話：0120－102－143
相談料　無料
時　間　午前10時～午後４時
相談例　生活資金が足りない、多額の借金がある、他人の保証
　　　　人になっている、ギャンブルで散財したなど
　ご来場の際には各相談事務所へ事前予約を頂けますと、ご
ゆっくりご相談いただけます。
予約受付時間：９：00～17：00

（９月１日から30日までの届出分）

　掲載を希望されない方は、届出の時に町民福祉課へ申し出下さい。また、東奥日報に
ついても同様申し出て下さい。

お悔やみ申し上げます

　梅　田　　清　二（97）西　田
　澤　田　　房　美（82）山　崎
　紅　谷　　善　一（90）今　別
　野土谷　　妙　子（85）今　別
　三　上　　ユ　キ（91）今　別
　嶋　中　　き　せ（94）大川平

今別の姿
（平成25月９月30日現在）
　面　積　 125.28㎢
　人　口　　３,145人（－12）
　　男　　　1,4７2人（－ ３）
　　女　　　1,6７３人（－ 9）
　世帯数　　1,545　（－ 5）
　　　　　　　（　）内は前月比

①
下
山
姫ひ

麻ま

梨り

②
奥
平
部

③
ペ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
の
店
員

１　青森県最低賃金が改正されました。金額等は次のとおりです。
時間額　６６５円（平成25年10月24日から）

２　改正前の青森県最低賃金（654円）から11円の引き上げとなります。
３ 　青森県最低賃金は、青森県内で働く全ての労働者と、労働者を一人でも

使用している使用者に適用されます。
４ 　製造業と小売業の一部には、特定（産業別）最低賃金が定められていま

す。
５ 　青森労働局長の許可なく青森県最低賃金額以上の賃金を支払わなかった

場合は、最低賃金違反となり、罰則規定（罰金額50万円以下）が適用され
ることがあります。

６　詳しくは、青森労働局ホームページからもご覧になれます。
（http://aomori-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/)

　【問合せ先】青森労働局労働基準部賃金室
　　　　　　　電話：017－734－4114　FAX：017－734－5821　

第170回全国商工会連合会珠算検定合格者
　　　３級　平野内　優　生（青森北高今別校舎１年）
　　　４級　笹　谷　幹　太（今別小４年）
　　　６級　米　谷　　隼　（今別小４年）
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今別町商工会からのお知らせ

合格おめでとう

青森県最低賃金改正のお知らせ

お金や暮らしに関する相談会
～解決の糸口を見つけに行こう！～

放送大学４月入学生募集


